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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【背景】小細胞肺癌の再発に関しては、治療が奏功しかつ治療終了から 90 日以上経過しての再発
（sensitive relapse）と、初回治療に不応または治療は奏功したが治療終了から 90 日以内の再発
（refractory relapse）とに分けられる。塩酸アムルビシンは既治療の進展型小細胞肺癌に対して有
効な治療であるが、refractory relapseに対する効果は確定していない。 




【結果】2003 年 6 月から 2009 年 2 月に 27 例に対して塩酸アムルビシンによる化学療法を実施し、
安全性は 27 例、効果は 26 例で検討した。奏功率は 50%(95% CI, 31%-69%)で sensitive relapse と
refractory relapse の奏功率はともに 50%であった。生存期間中央値は sensitive relapse と
refractory relapseでそれぞれ 9.7ヶ月と 8.4ヶ月で有意な差があった(p=0.0337)。副作用につい
ては全 27例で観察し、Grade 3 と Grade 4の好中球減少はそれぞれ 8 例 (29.6%) と 15 例 (55.5%)
にそれぞれ認められた。  Grade 3 と Grade 4 の血小板減少は それぞれ 10 例 (37.0%) と 2 例
(7.4%)に認められた。発熱性好中球減少は 6症例 (22.2%)に認められた。非血液毒性は発熱性好中球
減少を除き全体として軽微で、治療関連死は認めなかった。 




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
小細胞肺癌の再発に関しては、治療が奏功しかつ治療終了から 90 日以上経過しての再発
（sensitive relapse）と、初回治療に不応または治療は奏功したが治療終了から 90 日以内の再発
（refractory relapse）とに分けられる。塩酸アムルビシンは既治療の進展型小細胞肺癌に対して有
効な治療であるが、refractory relapse に対する効果は確定していない。本研究は、既治療の進展




その結果、2003 年 6 月から 2009 年 2 月に 27 例に対して塩酸アムルビシンによる化学療法を実施
し、安全性は 27例、効果は 26例で検討した。奏功率は 50%(95% CI, 31%-69%)で sensitive relapse
と refractory relapse の奏功率はともに 50%であった。生存期間中央値は sensitive relapse と
refractory relapse でそれぞれ 9.7ヶ月と 8.4ヶ月で有意な差があった(p=0.0337)。副作用につい
ては全 27例で観察し、Grade 3 と Grade 4の好中球減少はそれぞれ 8 例 (29.6%) と 15 例 (55.5%)
にそれぞれ認められた。  Grade 3 と Grade 4 の血小板減少は それぞれ 10 例 (37.0%) と 2 例
(7.4%)に認められた。発熱性好中球減少は 6症例 (22.2%)に認められた。非血液毒性は発熱性好中球
減少を除き全体として軽微で、治療関連死は認めなかった。 
これらの結果から本研究では、塩酸アムルビシンは既治療特に refractory relapse の進展型小細
胞肺癌に対する治療として有効であり、副作用に関しては予測可能、耐用可能と考えられた。 
以上のことから、本研究は小細胞肺癌の再発治療の確立に貢献すると考えられる。従って、本研究は
博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
